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弘前市農業委員会

健康と美容に　　
　　　弘前りんご

米の生産調整にご協力を！

弘前市水田農業推進協議会

毎月５日は　
「りんごを　　
　　食べる日」

　
当
日
は
、
今
年
度
の
塾
生
と

昨
年
度
終
了
し
た
塾
生
あ
わ
せ

て
４０
組
の
う
ち
、
２０
組
２１
人
が

参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
報

告
し
ま
し
た
。

　
本
市
か
ら
は
、
高
橋
哲
史
さ

ん（
楢
木
）、
高
橋
雅
和
さ
ん（
大

森
）、
坂
本
司
子
さ
ん
（
愛
宕
）

の
３
人
と
、
昨
年
度
終
了
し
た

工
藤
昌
弘
さ
ん
（
前
坂
）
の
４

人
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
高
橋
哲
史
さ
ん
は
「
地
元
の

シ
ー
ド
ル
で
お
も
て
な
し
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
地
元
産
り
ん

ご
を
使
っ
た
混
濁
シ
ー
ド
ル
の

商
品
化
に
取
り
組
み
、
初
め
て

の
仕
込
み
か
ら
試
飲
会
を
開
く

ま
で
の
過
程
と
、
試
飲
会
を
開

催
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
ど
こ
を

改
良
す
べ
き
か
の
ポ
イ
ン
ト
が

見
え
て
き
た
こ
と
を
報
告
。

　
会
社
員
か
ら
一
転
し
て
酪
農

の
世
界
に
飛
び
込
み
、
人
工
授

精
師
の
資
格
を
と
っ
た
高
橋
雅

和
さ
ん
は
、
受
精
卵
移
植
と
性

判
別
精
液
の
活
用
に
よ
る
市
場

性
の
高
い
子
牛
と
高
泌
乳
牛
の

生
産
に
取
り
組
み
、
実
際
に
人

工
授
精
を
試
み
た
結
果
、
ま
だ

ま
だ
勉
強
不
足
で
自
分
の
未
熟

さ
を
痛
感
し
た
こ
と
を
報
告
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
野
菜
ソ
ム
リ
エ
の
資

格
を
持
つ
坂
本
司
子
さ
ん
は
、

自
ら
が
栽
培
し
た
野
菜
で
作
っ

た
野
菜
ス
イ
ー
ツ
を

多
く
の
人
に
提
供
し

た
い
夢
を
持
ち
、
試

食
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

っ
た
結
果
、
野
菜
ス

イ
ー
ツ
へ
の
関
心
の

高
さ
が
伺
え
た
こ
と

を
報
告
し
ま
し
た
。

　
昨
年
同
塾
を
修
了

し
た
工
藤
昌
弘
さ
ん

は
、
り
ん
ご
の
低
農

薬
栽
培
と
葉
取
ら
ず

り
ん
ご
に
よ
る
味
の

追
求
に
取
り
組
み
、
ネ
ッ
ト
販

売
や
対
面
販
売
を
行
い
、
特
に

ネ
ッ
ト
販
売
で
は
、
仲
間
と
の

共
同
販
売
に
よ
り
販
売
力
の
強

化
と
所
得
向
上
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
出
来
た
こ
と
を
力
強
く
報

告
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
市
の
も
う
一
人
の

塾
生
、
佐
藤
裕
介
さ
ん
（
新
岡
）

は
、
今
回
都
合
に
よ
り
出
席
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
魚
腸
木

酢
や
ボ
カ
シ
肥
料
で
健
全
な
土

づ
く
り
を
実
践
し
、
味
に
ぶ
れ

の
な
い
お
い
し
い
り
ん
ご
の
生

産
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
他
の

塾
生
と
も
ど
も
今
年
３
月
に
予

定
さ
れ
て
い
る
成
果
報
告
会
で

の
発
表
が
楽
し
み
で
す
。

　１月５日、弘果弘前中央青果で恒例のりん

ご初市が開かれました。当日の入荷数量は昨

年より３，４３０箱少ない９，３２１箱で、取引価格

は「サンふじ」の上物で昨年を６～９％上回

り、まずまずのスタートとなりました。

　１月７日、青森県りんご協会による「新春

せん定大会」が市内五所で開かれ、生産者約

１，３００人が集まりました。参加した人たちは、

良品生産に向けてせん定の技術を学ぼうと、

講師の作業を注意深く見つめていました。

自
ら
の
テ
ー
マ
に
向
か
っ
て

自
ら
の
テ
ー
マ
に
向
か
っ
て

トップランナー塾中間報告会

　本県農業の未来を切り拓く若手農業

者を育成するため、県が２０年度から

実施している「大きく育て！青春・農

起業トップランナー塾」の塾生による

中間報告会が１２月１７日、青森市の

ラ・プラス青い森で開催されました。

左から高橋雅和さん、高橋哲史さん、工藤昌弘さん、
坂本司子さん

弘
前
城
築
城
４
０
０
年
祭
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

た
か
丸
く
ん
が
お
届
け
す
る

新
春
の
話
題

今年も良品生産今年も良品生産

価格上昇を期待価格上昇を期待
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竹浪淳一さん

　農業所得の申告時期が近づいてきました。
　すでに後継者へ農業経営を移譲し、農業者年金の経営移譲年金を受給され
ている方は、農業所得にかかる申告を後継者名義で行う必要があります。
　経営移譲年金受給者の名義で農業所得を申告した場合、農業経営を再開し

たと見なされ、経営移譲年金が支給停止になりますので、確認の上で申告し

てください。　　■問い合わせ先　農業委員会事務局農政係　 ８２－１６３８

　
「
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
」
は
、
み
な
さ
ん
の
申
請

に
基
づ
い
て
調
製
し
、
縦
覧
に

供
し
た
後
、
３
月
３１
日
に
確
定

し
ま
す
。

　
今
回
の
名
簿
は
、
平
成
２２
年

３
月
３１
日
か
ら
平
成
２３
年
３
月

３０
日
ま
で
据
え
置
か
れ
、
こ
の

間
に
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
が

行
わ
れ
る
と
き
は
、
こ
の
名
簿

に
登
載
さ
れ
て
い
な
い
と
投
票

で
き
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
平
成
２２
年
２
月
２１
日

に
執
行
さ
れ
る
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
は
、
平
成
２１
年
３
月
３１

日
に
確
定
し
た
名
簿
に
よ
り
行

わ
れ
ま
す
。

◆
縦
覧
期
間
…
２
月
２３
日
（
火
）

〜
３
月
９
日
（
火
）

◆
縦
覧
場
所
…
市
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
（
市
役
所
新
館
６

階
）
※
た
だ
し
、
土
・
日
は
１

階
警
備
員
室

■
問
い
合
わ
せ
先
　
市
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局

３５
・
１
１

２
９

　農家のみなさんの代表者を選ぶ、身近で大切な選挙
です。忘れずに投票しましょう。

◆投票日時…２月２１日（日）午前７時～午後８時

◆入場券は郵送で…投票所入場券は、候補者数が委員
定数を上回り、投票となる選挙区の有権者だけに郵
送されます。入場券が届きましたら投票所名などを
ご確認ください。
※投票となる選挙区は、２月１４日（日）の立候補届出
の状況により決定します。

■問い合わせ先
　市選挙管理委員会事務局　 ３５－１１２９

◆
相
続
等
に
よ
っ
て
農
地
を
取
得
し
た
人

　
は
、
農
地
の
あ
る
農
業
委
員
会
へ
届
出

　
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◆
届
出
を
し
な
か
っ
た
り
、
虚
偽
の
届
出

　
を
す
る
と
、
１０
万
円
以
下
の
過
料
に
処

　
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
耕
作
で
き
な
い
場
合
等
は
、農
業
委
員
会

　
か
ら
貸
し
借
り
等
の
あ
っ
せ
ん
を
受
け

　
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

農
地
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た
！

農
地
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た
！

農
地
を
相
続
し
た
場
合
は
、

農
業
委
員
会
へ
の
届
出
が

必
要
に
な
り
ま
す
！

詳しくは
農業委員会事務局
農地係
８２－１６３８へ

弘前市
アグリ・マイスター
　　　　　　交流会

〜
弘
前
の
冬
の
農
業
を
見
に
行
こ
う
〜

　
弘
前
市
農
村
活
性
化
推
進
協
議
会
（
会
長
・
澁
谷
長

生
弘
前
大
学
教
授
）
に
よ
る
ア
グ
リ
・
マ
イ
ス
タ
ー
と

消
費
者
と
の
交
流
会
が
１２
月
１６
日
に
開
か
れ
、
参
加
し

た
１８
人
は
、
収
穫
体
験
や
農
業
者
と
の
交
流
な
ど
を
通

し
て
冬
の
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

竹浪さんと一緒に収穫を楽しむ参加者

　
平
成
１３
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

弘
前
市
ア
グ
リ
・
マ
イ
ス
タ
ー

制
度
は
、
創
意
工
夫
に
満
ち
た

栽
培
や
経
営
を
展
開
す
る
先
導

的
農
業
者
を
顕
彰
す
る
制
度
で
、

優
れ
た
技
術
や
経
営
感
覚
を
後

世
に
伝
え
地
域
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
参
加
者
と
交
流
し
た

マ
イ
ス
タ
ー
は
、
米
や
り
ん
ご

の
ほ
か
、
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
を
利

用
し
て
通
年
で
野
菜
を
栽
培
し

て
い
る
竹
浪
淳
一
さ
ん
（
種
市
）

で
す
。
竹
浪
さ
ん
か
ら
ハ
ウ
ス

で
栽
培
し
て
い
る
ブ
ロ
ッ
コ
リ

ー
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
た

後
、
収
穫
体
験
を
行
っ
た
参
加

者
は
、
寒
さ
に
負
け
ず
大
き
く

育
つ
様
子
と
取
れ
た
て
の
切
り

口
の
み
ず
み
ず
し
さ
に
大
変
驚

い
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
ど
う
や
っ

て
栽
培
し
て
い
る
の
か
」「
新
鮮

な
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
見
分
け
方

は
」
「
ど
こ
で
売
っ
て
い
る
の

か
」
な
ど
の
質
問
が
相
次
い
だ

ほ
か
、
別
棟
の
ハ
ウ
ス
で
栽
培

さ
れ
て
い
る
ア
ス
パ
ラ
菜
、
ほ

う
れ
ん
そ
う
、
ネ
ギ
に
つ
い
て

も
説
明
を
受
け
、
冬
に
栽
培
さ

れ
て
い
る
地
元
の
野
菜
に
興
味

を
示
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
つ
が
る
弘
前
農

業
協
同
組
合
の
り
ん
ご
集
出
荷

施
設
や
津
軽
藩
ね
ぷ
た
村
内
の

農
産
物
直
売
所
な
ど
の
見
学
も

行
わ
れ
、
冬
の
農
業
へ
の
理
解

を
深
め
て
い
ま
し
た
。

農業委員一般選挙
２月21日（日）投票日

農
業
委
員
会

委
員
選
挙
人
名
簿
の

縦
覧
に
つ
い
て

農業者年金の経営移譲年金を受給されている方へ
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戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
対
策
に
つ
い
て

　
国
は
、
食
料
自
給
率
向
上
と
水
田
農
業
の
て
こ
入
れ
の
た

め
、
次
の
二
つ
の
事
業
か
ら
な
る
「
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル

対
策
」
を
行
い
ま
す
。

米
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
事
業

○１０アール当たり交付単価
新規需要米（米粉用・飼料用米等）…８０，０００円

麦・大豆・飼料作物　…………………３５，０００円

そば、なたね、加工用米　……………２０，０００円

その他作物　……………………………１０，０００円

○交付対象者
　米の生産数量目標の達成に

かかわらず、全ての販売農家。

○激変緩和措置
　このほか、現行に比べて助成額が減少する影響

をできる限り緩和するための措置が講じられます。

　
意
欲
あ
る
農
家
が
水
田
農
業
を
継
続
で
き
る
環
境
を
整

え
る
こ
と
を
目
的
に
、
恒
常
的
に
赤
字
に
陥
っ
て
い
る
米

に
対
し
て
、
所
得
補
償
を
直
接
支
払
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

○１０アール当たり交付単価
定額部分…１５，０００円

　　　（標準的な生産に要する費用と標準的な販売価格の差額相当分）

変動部分…当年産の販売価格が標準的な販売価格（過去３年平均）を下

　　　　回った場合、その差額を基に変動部分の交付単価を算定。

○交付対象者
　米の生産数量目標に即した生産を行った販売農家・集落営農組織の

うち、水稲共済加入者又は前年度の出荷・販売実績のあるもの。

○対象面積
　主食用米の作付面積から一律

１０アールを控除して算定。

■問い合わせ先
戸別所得補償モデル対策について…
　東北農政局青森農政事務所地域第一課　 ２７－６１８０

米の生産調整について…
　弘前市水田農業推進協議会事務局（市りんご農産課水田対策係）
　 ３５－１１１１（内線７１５・７１６）

※
こ
れ
ら
の
内
容
は
１
月
２２
日
時
点
で
の
も
の
で
あ
り
、変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

水
田
利
活
用
自
給
力
向
上
事
業

　
自
給
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、
水
田
を
有
効
活
用
し
て
、
麦
・
大
豆
・

米
粉
用
米
・
飼
料
用
米
等
の
生
産
・
収
穫
・
出
荷
を
行
う
農
家
に
対
し
て
、

直
接
支
払
に
よ
り
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

助成対象作物

麦

水田利活用
自給力向上事業

水田経営所得安定対策

交付単価表 単位：円／１０ａ

固定払 成績払

３５，０００ ２７，０００ １３，０００

３５，０００ ２０，０００ ７，０００

３５，０００ － －

－ －

－ －

２０，０００

１０，０００

大　　　　豆

飼 料 作 物

－ －８０，０００新 規 需 要 米

そば、なたね、加工用米

そ の 他 作 物
※麦・大豆の水田経営所得安定対策加入者には上記相当額が加算されます。

○まずは方針参加を
　交付対象となる生産数量目

標の配分を受けるためには、

生産調整方針への参加が必要

となりますので、２月１６日ま

でにお近くの農協・業者（左表）

に申し出てください。

農協並びに市内の集荷業者

 つがる弘前農業協同組合 

 相馬村農業協同組合 

 津軽みらい農業協同組合 

 一戸　亮二 

 ㈱工藤熊五郎商店 

 相馬　澄夫 

 ㈱フクテイ 

 成田　公博 

 葛西　与志則 

 工藤　俊雄 

 ㈱オヤマ・アグリサービス 

 ㈱鶴ヶ谷米店 

電話番号

82-1052
84-3215
52-5262
32-1853
32-9181
32-1811
95-2039
93-2247
93-3046
92-2131
82-3553
82-2007
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

講師：佐藤士郎氏

（写真は昨年の様子）

　
果
樹
複
合
経
営
普
及
の
た
め
、

栽
培
・
販
売
に
お
い
て
先
駆
的

な
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
特
産

果
樹
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
　
２
月
１７
日
（
水
）

午
後
１
時
３０
分
〜
午
後
３
時

◆
会
場
　
つ
が
る
弘
前
農
業
協

同
組
合
本
店
３
階
ホ
ー
ル
（
城

東
北
４
丁
目
）

◆
講
師
　
八
戸
農
業
協
同
組
合

果
樹
総
合
部
会
部
会
長

泉
山
茂
氏

◆
演
題
　
「
特
産
果
樹
導
入
へ

の
取
り
組
み
と
販
売
戦
略
」
　

◆
参
加
料
　
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先
　
市
り
ん
ご

農
産
課

３５
・
１
１
１
１
内
線

７
１
８

特
産
果
樹
講
演
会

第
９
回
食
を
考
え
る
つ
ど
い

農
産
物
づ
く
り
講
演
会

り
ん
ご
栽
培
講
座

（　　　　　　　　　　　）

近年続く異常気象に備えて

りんご共済
『被害限定補償』

２２年産申込受付中！
【対象となる災害】…風害・ひょう害・凍霜害

【対象となる割合】…２割～３割以上の被害から
　　　　　　　　　共済金が支払われます。
　　　　　　　　　（加入方式によって異なります。）

【掛金と補償額】…申込みは箱数単位となります。

★掛金は１箱６０円～１００円（『ふじ』の場合）
　※品種・加入方式等によって異なります。

★補償額は最高で１箱２，８００円
　（『ふじ』の場合）※品種によって異なります。

詳しくはひろさき広域農業共済組合まで
２８－５７００

○掛金の半分は国が負担！
○防風ネット・防霜ファンがあればさらに割引！
○弘前市が新たに掛金（賦課金を除く）の
　１５％を助成します！

弘前市は、農業共済組合と連携して
加入促進に努めていきます。

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
弘

前
・
岩
木
・
相
馬
の
各
地
域
の

認
定
農
業
者
連
絡
協
議
会
主
催

に
よ
り
、
左
記
の
と
お
り
講
演

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

◆
日
時
　
２
月
１２
日
（
金
）

午
後
１
時
３０
分
か
ら
午
後
４
時

（
午
後
１
時
か
ら
３０
分
の
間
、

担
い
手
活
動
の
Ｐ
Ｒ
や
農
産
物

加
工
品
等
の
試
食
も
行
い
ま
す。）

◆
場
所
　
岩
木
文
化
セ
ン
タ
ー

「
あ
そ
べ
ー
る
」（
賀
田
一
丁
目
）

◆
講
演
会

講
師
…
（
株
）
渡
辺
採
種
場
取

締
役
販
売
部
長
　
佐
藤
士
郎
氏

演
題
…
「
今
年
の
天
候
と
農
産

物
づ
く
り
」

◆
参
加
料
　
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先
　
市
農
政
課

農
業
振
興
係

８２
・
１
６
３
５

　
米
粉
を
利
用
し
た
加
工
品
や

料
理
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。
加
工
品
等

の
無
料
試
食
も
あ
り
ま
す
。

◆
と
　
き
　
２
月
１９
日
（
金
）

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

◆
と
こ
ろ
　
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
キ

ャ
ッ
ス
ル
（
上
鞘
師
町
）

◆
内
　
容
　
テ
ー
マ
「
米
粉
の

利
用
」
①
講
演
…
講
師
・
澁
谷

長
生
氏
（
弘
前
大
学
農
学
生
命

科
学
部
教
授
）
②
事
例
発
表
③

米
粉
の
加
工
品
等
の
試
食

◆
参
加
料
　
無
料

◆
定
　
員
　
１
２
０
人
（
先
着

順
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
　
２

月
１７
日
ま
で
に
弘
前
市
農
村
活

性
化
推
進
協
議
会
事
務
局
（
市

農
政
課
内

８２
・
１
６
３
５
）

へ
。

米粉加工品の試食
もあります。皆さ
んのお越しをお待
ちしております。

　
弘
前
市
り
ん
ご
公
園
で
は
、

り
ん
ご
生
産
者
を
対
象
に
初
心

者
向
け
の
り
ん
ご
栽
培
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
　
２
月
２３
日
（
火
）
〜

２５
日
（
木
）

午
前
１０
時
〜
１２
時

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

◆
場
所
　
り
ん
ご
の
家
集
会

室
・
園
地
（
り
ん
ご
公
園
内
）

◆
募
集
人
員
　
市
内
に
居
住
す

る
り
ん
ご
生
産
者
（
初
心
者
）

３０
人
（
先
着
順
）

◆
講
師
　
①
・
③
・
⑤
中
南
地

域
県
民
局
地
域
農
林
水
産
部

普
及
指
導
室
職
員
②
・
④
・
⑥

弘
前
市
り
ん
ご
専
任
指
導
員

◆
受
講
料
　
無
料

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

弘
前
市
り
ん
ご
公
園

３６
・
７
４
３
９

※
講
座
内
容
は
天
候
や
講
師
の

都
合
に
よ
り
予
告
な
く
変
更
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

日程

２３日
（火）

２４日
（水）

講 座 内 容（予定）

午　前 午　後

①りんごの園地　
　づくりと品種

③りんごの病害
　虫防除

②りんごづくり　
　１２か月

④剪定のはなし

２５日
（木）

⑤環境にやさし
　い土づくり

⑥りんご剪定の
　実技（普通樹）


